
60
歳
代
の
方
の
２
５
．
７
％
、

70
歳
以
上
の
方
の
５
７
．
８
％

が
ス
マ
ホ
の
利
用
が
で
き
ず
、

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
ス
マ

ホ
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
総
務
省

よ
り
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
や
韓
国
に
比
べ
る
と
日

本
は
遅
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
文
字
は
送
信
で

き
る
が
、
お
友
達
の
登
録
が
で

き
な
い
、
あ
る
い
は
写
真
が
送

信
で
き
な
い
と
よ
く
聞
き
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会
話
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
に
な
り
、

楽
し
い
時
間
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

不
明
点
は
、
回
り
の
人
に
聞

く
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
し
っ
か
り
基
礎
や
体

系
的
に
理
解
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
本
当
に
理
解
す
る
ま
で
、

質
問
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
実

現
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
者
を
８
名
に
限
定
し
、

講
師
２
名
配
置
の
少
人
数
体
制

で
「
ス
マ
ホ
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。

午
前
・
午
後
と
も
初
級
者
向

け
の
講
座
で
す
。
午
前
コ
ー
ス

は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス

と
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
マ
ッ
プ
を
中

心
の
講
座
に
な
り
ま
す
。
午
後

コ
ー
ス
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
中
心
の
講
座
に

な
り
ま
す
。

全
14
回
の
予
定
で
、
第
１
回

と
第
２
回
は
、
既
に
開
催
済
み

で
す
。

今
後
の
申
込
状
況
に
よ
り
追

加
開
催
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

９
月
20
日
（
金
）
12
時
30
分

か
ら
「
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
オ
ン
ス

テ
ー
ジ
」
に
高
砂
草
笛
愛
好
会

が
出
演
し
ま
し
た
。

美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
や
力
強
い

リ
ズ
ム
感
の
あ
る
曲
が
演
奏
さ

れ
、
「
葉
っ
ぱ
」
１
枚
が
奏
で

る
不
思
議
な
草
笛
演
奏
に
観
客

は
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
と
観
客
席
が
近
く
、
直
接
に

音
色
を
聞
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

薄
く
て
弾
力
性
が
あ
る
葉
っ

ぱ
が
良
く
て
、
口
笛
の
よ
う
に

口
元
を
引
き
締
る
と
高
い
音
が

出
る
そ
う
で
す
。

全
部
で
５
曲
が
披
露
さ
れ
、

最
後
に
ア
ン
コ
ー
ル
で
１
曲
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

演
奏
前
に
は
、
司
会
者
か
ら

曲
説
明
が
有
り
、
曲
の
合
間
に

は
、
草
笛
フ
ァ
ン
か
ら
赤
い
薔

薇
一
輪
や
紅
葉
饅
頭
等
が
手
渡

さ
れ
、
記
憶
に
残
る
草
笛
演
奏

の
30
分
間
で
し
た
。

次
回
は
、
10
月
24
日
（
木
）

12
時
30
分

～
独
特
な

哀
愁
が
あ

る
大
正
琴

の
「
高
砂

琴
好
会
」

が
出
演
し

ま
す
。
多

数
の
来
場

を
お
待
ち

し
て
い
ま

す
。

９
月
10
日
（
火
）
午
後
に
県

立
総
合
看
護
専
門
学
校
第
三
看

護
学
科
１
年
生
18
人
が
来
館
し
、

将
来
の
看
護
師
に
な
る
た
め
に
、

臨
地
実
習
を
行
い
、
学
習
目
的

を
達
成
し
ま
し
た
。

臨
地
実
習
の
目
的
は
、
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
生
涯
学
習

の
現
場
で
交
流
し
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
の
特
徴
や
多
様
性
を
理

解
し
、
今
後
の
看
護
の
あ
り
方

を
考
え
る
機
会
と
す
る
事
で
す
。

以
下
の
写
真
に
あ
る
４
サ
ー

ク
ル
が
自
己
紹
介
や
Ｑ
＆
Ａ
タ

イ
ム
を
設
け
、
各
サ
ー
ク
ル
の

特
徴
に
応
じ
て
、
合
唱
や
体
操

等
の
活
動
を
一
緒
に
行
い
ま
し

た
。協

力
さ
れ
た
各
サ
ー
ク
ル
の

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

次
回
は
、
10
月
15
日
（
火
）
、

10
月
16
日
（
水
）
に
国
立
病
院

機
構
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属

金
沢
看
護
学
校
１
年
生
80
人
が

臨
地
実
習
を
行
い
ま
す
。

10
月
27
日
（
日
）
金
沢
マ
ラ

ソ
ン
で
の
沿
道
応
援
が
、
ラ
ン

ナ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

や
達
成
感
の
獲
得
を
後
押
し
、

「
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち

に
さ
せ
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
は
体
力
だ
け
で
な

く
、
強
い
忍
耐
力
と
精
神
力
が

重
要
な
要
素
で
す
。
辛
抱
強
く
、

困
難
に
立
ち
向
か
う
意
志
の
強

さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー

は
、
苦
し
い
時
で
も
諦
め
ず
、

目
標
に
向
か
っ
て
粘
り
強
く
努

力
で
き
る
人
た
ち
で
す
。

金
沢
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、
「MOVE

FORWARD
AS
ONE

（
一
つ
に
な
っ

て
前
に
進
む
）
」
で
す
。

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
は
、

金
沢
マ
ラ
ソ
ン
が
こ
れ
か
ら
も

前
へ
進
ん
で
い
く

と
い
う
思
い
と
と

も
に
、
震
災
を

「
共
に
」
乗
り
越

え
よ
う
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
能

登
半
島
の
被
災
地

に
元
気
を
届
け
ら

れ
る
大
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

９
月
に
３
回
の
「
す
こ
や
か

健
康
講
座
」
を
開
催
し
、
毎
回

40
人
以
上
が
受
講
し
、
関
心
度

が
高
い
状
態
で
す
。

自
分
の
ヘ
ル
ス
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
に
は
、
ベ
ー
ス
と
な
る

ヘ
ル
ス
知
識
の
習
得
が
必
要
で

す
。
ど
の
講
座
も
受
講
対
象
者

を
意
識
し
た
分
か
り
や
す
い
講

座
で
し
た
。
質
問
タ
イ
ム
に
は
、

自
分
の
や
り
方
を
確
認
す
る
質

問
や
こ
の
健
康
食
品
が
正
し
い

の
か
等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
の
３
講
座
の
概
要
は
、
以

下
の
内
容
で
す
。

第
４
回
（
49
人
受
講
）
９
月

４
日
（
水
）
「
ス
ッ
キ
リ
快
便

で
快
腸
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
」

で
は
、
美
味
し
い
食
事
を
食
べ
、

規
則
的
に
快
便
す
る
。
こ
れ
が

出
来
れ
ば
、
す
っ
き
り
と
し
た

日
々
の
生
活
が
可
能
に
な
る
と

い
う
大
変
分
か
り
や
す
い
内
容

で
し
た
。

第
５
回
（
44
人
受
講
）
９
月

12
日
（
木
）
「
最
期
ま
で
好
き

な
も
の
を
食
べ
よ
う
〜
飲
み
込

み
力
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
喉

を
鍛
え
よ
う
～
」
で
は
、
喉
や

舌
の
筋
肉
を
鍛
え
る
と
必
要
な

飲
み
込
み
力
を
キ
ー
プ
で
き
ま

す
。
歌
を
歌
う
と
「
の
ど
仏
」

を
動
か
す
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

第
６
回
（
47
人
受
講
）
９
月

19
日
（
木
）
「
認
知
症

予
防

の
ヒ
ン
ト
」
で
は
、
妻
が
誰
か

わ
か
ら
な
く
な
る
と
認
知
症
で

す
。
ヒ
ン
ト
で
思
い
出
せ
る
時

は
、
認
知
症
で
は
有
り
ま
せ
ん
。

手
紙
を
書
く
、
人
に
会
う
、
新

聞
を
読
む
、
適
度
な
運
動
を
す

る
等
が
認
知
症
予
防
の
ポ
イ
ン

ト
だ
そ
う
で
す
。

12
月
と
１
月
に
も
「
す
こ
や

か
健
康
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

自
分
の
ヘ
ル
ス
状
態
を
維
持
す

る
た
め
に
受
講
し
て
み
て
は
、

如
何
で
し
ょ
う
か
？

令 和 ６ 年 １ ０ 月 1 日 た か さ ご 新 聞 ３ ５ ３ 号

た
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ス
マ
ホ
講
座
で
も
っ
と
便
利
な
暮
ら
し
を

今
が
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス

支援の手でスキルアップ

金
沢
マ
ラ
ソ
ン
『
沿
道
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
』

に
参
加
し
よ
う
！

震災へのメッセージを含みます

走るランナー（去年の風景）

草
笛
の
音
色
が
観
客
を
魅
了

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
（
９
月
）

素敵な音色に魅了されました

す
こ
や
か
健
康
講
座
で
ヘ
ル
ス
知
識
を
吸
収
し
、

ヘ
ル
ス
判
定
や
ヘ
ル
ス
改
善
を

受講中の皆さん

④生け花クラブ（４人） ③オカリナクラブ（４人） ②ゆうゆう健康クラブ（５人） ①合唱クラブ（５人）

看
護
学
生
と
の
交
流
に
４
サ
ー
ク
ル
が
協
力

少人数制で熱心に受講中



高
砂
創
作
絵
画
会
が
９
月
18

日
（
水
）
か
ら
23
日
（
月
）
の

期
間
に
南
町
の
き
ん
し
ん
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
絵
画
展
を
開
催
し
ま

し
た
。

創
作
絵
画
会
は
、
講
師
を
二

紀
会
の
中
井
喜
美
子
先
生
が
務

め
、
会
員
21
人
の
サ
ー
ク
ル
で

す
。
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
出
展
し
、

合
計
で
55
点
に
な
り
、
先
生
の

指
示
で
展
示
順
や
配
置
を
決
め

た
そ
う
で
す
。

フ
ロ
ア
ー
全
体
に
絵
画
が
展

示
さ
れ
、
静
か
な
落
ち
着
い
た

空
間
で
じ
っ
く
り
絵
画
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

絵
画
展
に
向
か
っ
て
日
々
の

努
力
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
詰
ま
っ

た
絵
画
が
鑑
賞
で
き
ま
す
。

次
回
は
２
年
後
で
す
が
、
皆

さ
ん
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

高
砂
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
会
長

103
期
２
組

桔
川
英
男

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ゴ

ル
フ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
ス
ポ
ー

ツ
で
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
ボ
ー
ル

が
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
内
に
静
止
す

る
ま
で
の
打
数
を
数
え
る
ゲ
ー

ム
で
す
。

昭
和
57
年
に
「
い
つ
で
も
、

何
処
で
も
、
誰
も
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
誕
生
し
平
成
27
年
に

国
体
の
公
開
競
技
種
目
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
性
別
、

年
齢
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
全
て
の
人
が
、
ル
ー
ル
と
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
守
っ
て
楽
し
く
プ

レ
ー
が
で
き
ま
す
。
ど
う
か
一

度
試
し
て
下
さ
い
。
毎
年
３
月

中
旬
よ
り
11
月
末
ま
で
、
毎
週

月
曜
日
は
松
ヶ
枝
福
祉
会
館
広

場
、
金
曜
日
は
大
和
芸
術
村
に

て
プ
レ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
春
の
交
通
安
全
週
間
の
東

署
と
交
通
安
全
協
会
の
共
催
に

よ
る
、
大
会
を
平
成
20
年
か
ら

毎
年
開
催
し
て
い
た
だ
き
我
が

ク
ラ
ブ
会
員
が
ゲ
ー
ム
の
中
に

ル
ー
ル
を
守
り
違
反
す
れ
ば
減

点
と
す
る
。
ゲ
ー
ム
を
競
い
ゲ
ー

ム
終
了
後
に
は
交
通
一
課
長
の

交
通
安
全
に
関
す
る
講
和
を
全

員
で
拝
聴
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
運
営
等
に
は

各
班
の
班
長
の
方
々
に
は
大
変

お
世
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
目
的
で
あ
る
健
康

長
寿
を
目
指
し
、
日
常
生
活
の

中
に
お
い
て
快
適
な
生
活
の
実

現
を
目
的
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま

す
。今

年
度
、
ク
ラ
ブ
会
員
が
30

名
減
り
ま
し
た
。
年
齢
層
の
関

係
で
20
名
は
予
想
し
て
い
ま
し

た
が
、
他
10
名
は
、
諸
般
の
事

情
に
よ
り
退
会
し
、
大
変
残
念

で
し
た
。

107
期
１
組

会
長

島
田
裕
正

富
士
山
会
で
は
８
月
29
日

（
木
）
に
恒
例
（
今
回
で
10
回

目
）
の
暑
気
払
い
の
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
台
風
10
号
が

九
州
方
面
で
大
暴
れ
の
時
、
夕

方
６
時
に
集
合
し
て
フ
リ
ー
バ

イ
キ
ン
グ
で
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

高
砂
か
が
や
き
懐
メ
ロ
ク
ラ
ブ
会
長

111
期
１
組

高
本

昇

あ
る
女
性
が
病
気
で
声
が
出

な
く
な
り
、
声
が
戻
る
と
歌
謡

教
室
に
通
い
な
が
ら
大
き
な
声

で
演
歌
を
歌
い
、
福
祉
施
設
等

を
慰
問
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
約
10
年

間
で
３
０
０
回
の
ス
テ
ー
ジ
に

立
ち
、
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
る
ま

で
続
け
て
い
ま
し
た
。

我
々
は
年
齢
と
と
も
に
、
腰

や
膝
等
と
同
様
に
口
の
筋
肉
も

衰
え
ま
す
。
大
き
な
声
で
歌
う

こ
と
が
口
や
喉
の
筋
肉
を
き
た

え
、
健
康
に
役
立
つ
事
を
慰
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
彼
女
は
学
び

ま
し
た
。

同
じ
ク
ラ
ス
で
、
同
様
な
活

動
を
し
て
い
た
仲
間
数
人
が
発

起
人
と
な
り
、
「
高
砂
か
が
や

き
懐
メ
ロ
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
あ

げ
ま
し
た
。
慰
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
習
得
し
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ

ウ
が
、
サ
ー
ク
ル
活
動
で
生
か

さ
れ
、
大
き
な
声
で
お
口
ま
わ

り
の
筋
肉
を
鍛
え
る
手
法
が
好

評
と
な
り
、
急
激
に
会
員
数
が

増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
誰
も

が
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
懐
か
し

い
メ
ロ
デ
ィ
が
共
感
を
生
み
ま

し
た
。

現
在
は
、
女
性
副
会
長
と
し

て
、
１
０
０
人
超
え
の
サ
ー
ク

ル
活
動
を
リ
ー
ド
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
８
月
に
は
、
サ
ー

ク
ル
単
独
で
発
表
会
を
開
催
し
、

多
数
の
観
客
が
来
場
し
ま
し
た
。

現
在
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
で
す
。

第
３
金
曜
日
の
13
時
～
14
時
と

14
時
15
分
～
15
時
15
分
の
２
部

制
で
講
師
の
指
導
を
受
け
て
練

習
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
歴
史
会

会
長

107
期
３
組

藤
堂

昭
雄

９
月
５
日
（
木
）
午
前
７
時
に
、

一
行
42
名
で
金
沢
を
出
発
し
、

山
陰
の
島
根
に
向
か
っ
た
。

最
近
は
テ
レ
ビ
の
番
組
で
足

立
美
術
館
を
紹
介
す
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
よ
く
目
に
は
し
て

い
た
が
や
は
り
現
地
を
訪
れ
て

自
分
の
目
で
そ
の
空
間
を
眺
め

る
の
は
格
別
で
あ
っ
た
。

２
日
目
は
い
よ
い
よ
出
雲
大
社

で
あ
る
。
自
分
で
下
調
べ
を
し

て
資
料
を
作
り
、
現
地
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
３
名
手

配
し
、
万
全
を
期
し
た
。

「
記
紀
」
に
あ
る
稲
佐
の
浜

の
国
譲
り
を
話
し
な
が
ら
大
社

の
門
前
に
着
い
た
。
ま
ず
、

「
祓
い
の
社
（
は
ら
い
の
や
し

ろ
）
」
で
大
社
独
特
の
「
二
拝

四
拍
手
一
拝
」
を
行
い
、
「
祓

い
給
え
、
清
め
給
え
」
を
三
度

唱
和
し
、
自
身
の
穢
れ
を
拭
い

去
っ
て
「
手
水
舎
」
で
身
を
清

め
た
。
そ
の
後
神
楽
殿
で
大
注

連
縄
（
お
お
し
め
な
わ
）
を
見

て
、
拝
殿
、
本
殿
へ
と
進
み
説

明
を
受
け
た
。

24
年
前
に
本
殿
の
南
側
で
３

本
一
組
の
巨
大
柱
の
遺
構
が
発

見
さ
れ
、
現
在
の
本
殿
の
高
さ

の
２
倍
で
あ
っ
た
と
い
う
神
話

が
神
話
で
終
わ
ら
ず
に
実
在
し

て
い
た
と
い
う
現
実
話
に
変
わ
っ

て
き
た
と
い
う
説
明
を
聞
き
、

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
内
に
展

示
し
て
あ
る
柱
の
遺
構
を
見
て

な
る
ほ
ど
と
納
得
し
た
次
第
で

あ
る
。
参
加
者
の
満
足
げ
な
顔

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

令 和 ６ 年 １ ０ 月 1 日 た か さ ご 新 聞 ３ ５ ３ 号

月
光
の
隈
な
く
照
ら
す
花
野
か
な

友
江

声
に
し
て
草
の
名
拾
ふ
花
野
か
な

敏
隆

咲
き
乱
れ
花
野
美
し
照
り
光
る

悦
子

対
話
な
き
独
り
自
露
の
夜
の
寂
し

和
子

紫
の
雲
の
流
れ
る
自
露
か
な

雅
夫

石蕗句会

骨
董
の
壺
に
一
技
の
初
紅
葉

八
重
子

白
山
の
青
黒
く
座
す
星
月
夜

姿
婦
子

名
月
に
名
曲
奏
で
る
ギ
タ
ー
か
な

依
子

傾
き
の
野
仏
に
添
ふ
野
紺
菊

紀
代

亡
き
父
の
着
物
に
触
れ
て
秋
彼
岸

ひ
ろ
み

さんご句会

俳句・短歌

雪椿句会

童
心
で
向
日
葵
迷
路
散
策
す

順
治

終
戦
日
妻
の
墓
前
に
語
り
け
り

高
三

紫
の
桔
梗
凛
と
苔
の
庭

陽
子

干
か
ら
び
る
葉
陰
に
ぶ
ら
り
長
胡
瓜

房
義

砂
浜
に
返
す
波
音
星
月
夜

静
子

ＯＢ短歌会

老
い
夫
は
男
の
自
慢
う
わ
の
そ
ら
の
私
の
こ
こ
ろ
は
窓
辺
の
紫
陽
花

明
美

こ
こ
ろ
さ
び
し
き
荒
む
時
代
は
茂
吉
翁
の
「
萬
葉
秀
歌
」
を
ひ
も
と
き
読
ま
む

信
夫

道
沿
い
の
山
法
師
の
花
し
ろ
じ
ろ
と
青
田
ひ
ろ
が
る
散
居
村
な
り

輝
子

地
震
か
ら
半
年
た
ち
て
戻
り
行
き
し
珠
洲
か
ら
届
く
数
多
の
さ
ざ
え

宏
子

わ
た
く
し
に
子
が
い
て
し
み
じ
み
悲
し
み
は
そ
の
子
が
母
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と

美
代
子

114
期
２
組

監
査

岡
田

修
一

８
月
28
日
（
水
）
11
時
半
か

ら
114
期
２
組
「
い
い
よ
水
曜
会
」

の
32
人
が
参
加
し
て
、
武
蔵
が

辻
の
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
暑

気
払
い
ラ
ン
チ
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
ま
で
の
ラ
ン
チ
会
の

中
で
最
大
人
数
の
参
加
者
と
な

り
ま
し
た
。

班
長
が
小
ま
め
に
班
メ
ン
バ
ー

と
連
絡
を
取
り
、
ラ
ン
チ
会
へ

の
参
加
を
呼
び
掛
け
、
参
加
人

数
の
拡
大
を
目
指
し
た
結
果
で

す
。
親
密
な
班
長
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
参
加
者
拡
大
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

114
期
は
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２

０
年
度
入
学
で
す
が
、
隣
同
志

や
前
後
の
席
で
班
が
構
成
さ
れ
、

１
年
間
一
緒
に
学
習
し
、
講
義

前
や
休
憩
時
間
に
会
話
が
弾
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
①
人
は
出
逢
っ
て
知
人
と

な
り
②
語
り
合
っ
て
友
達
と
な

り
③
活
動
し
な
が
ら
仲
間
と
な

る
」
の
言
葉
通
り
に
仲
間
づ
く

り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
仲

間
作
り
Ⅰ
の
講
義
で
班
長
・
副

班
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

後
は
班
内
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
会

話
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
の
運
営
で
は
、
次

の
表
の
よ
う
に
執
行
部
Ｍ
Ｔ

（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
を
偶
数
月
、

正
副
班
長
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
奇

数
月
で
、
ク
ラ
ス
会
活
動
は
、

４
月
に
総
会
＆
ラ
ン
チ
会
等
の

よ
う
に
パ
タ
ー
ン
化
し
、
総
会

が
１
班
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
２

班
等
の
班
輪
番
制
で
各
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
も
無

く
な
り
、
ク
ラ
ス
会
活
動
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

114
期
２
組
が
暑
気
払
い
ラ
ン
チ
会

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
最
大
人
数
の
32
人
が
集
合

同
窓
会
仲
間
の
ア
ー
ト
作
品

を
見
に
行
こ
う

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

絵
画
サ
ー
ク
ル
が
展
覧
会
を
開
催静かな空間で絵画を鑑賞中先生を囲んで記念写真

慰
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
を
活
か
し
、

ク
ラ
ス
会
仲
間
で
サ
ー
ク
ル
を
立
上
げ
、

１
０
０
人
を
超
え
る
に
大
成
長

発表会で歌唱中のメンバー

歩
数
増
加
や
健
康
な
体
づ
く
り
を
継
続
し

元
気
に
仲
間
と
プ
レ
ー

足
立
美
術
館
と
出
雲
大
社
を
訪
れ
て

107
期
１
組
が
暑
気
払
い
を
開
催

大しめなわの前で記念撮影

練習開始前の集合写真

全員で集合写真

交通安全協会等と共催


